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Ⅰ　はじめに

　大学簿記教育において，簿記の理論・仕組みについ
ての理解は重要であることに間違いないが，簿記検定
に合格するということも１つの目標となっている。こ
こでいう簿記検定は日本商工会議所主催のものを指し
ており，大学１年生で学修する簿記はいわゆる日商簿
記３級レベルを基準に設定されることが多い。
　それでは，大学簿記教育において学修者が日商簿記
３級を合格するためには，どのくらいの学修量が必要
なのであろうか。もちろん，学修量の中でどれだけ集
中して取り組めたか，すなわち学修の質といった個人
差はあることが前提になる。しかし，適切な学修指導
を行うために，合格者と不合格者を分ける学修量を示
すことは学修者が合格を見通すために重要である１）。
　また，合格するための適切な学修を行っている学生
はどのような生活をしているのか，つまりどのような

時間管理をしているのか明らかにする必要もある。木
内他（2010）では，大学初年次前期において，取得単
位数の少ない学生より多い学生の方が健康的な生活習
慣であることが明らかにされている。さらに，川島
他（2011）では，仙台市の小学生・中学校を対象に生
活・学修状況の調査を実施し，そのデータを共分散構
造分析により解析した結果，毎日の生活習慣や人間関
係のあり方が学力に影響することを明らかにした。学
修意欲や学修態度自体を問題視するよりも，生活習慣
や子供との関わり方を見直すことが学力向上のきっか
けとなる可能性を示唆された。
　生活習慣と学力が関連することはこれまで経験的に
語られてきたが，簿記教育に限ってみても，それを十
分に裏づける学術的資料はわが国においてあまり見ら
れない。そこで，本研究の目的は，簿記学修者が検定
合格に必要な生活状況および学修量を解明することで
ある。そのために簿記学修者の生活状況と学修量をア
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ンケートにより調査し，そのデータを統計解析する。
そして，その結果を今後の簿記教育へ役立てる情報を
提供する。

Ⅱ　判別分析を用いた先行研究

　合否判別を行うために判別関数を用いた分析が行
われることがある。例えば海外では，まずCarson

（2011）においてはオンライン学修の方法について調
査された。判別分析の結果，合格群で67%の正答率を
得ている。つぎに，Crouch（2015）においては看護
師養成プログラムでの合否予測を調査した。従属変数
はプログラムにおける各科目の成績の平均点，独立変
数をこのプログラムの入学試験の点数として判別分析
を行ったところp<0.01で統計的に有意であったと報告
している。そして，Heiny et. al.（2017）は，北コロ
ラド大学の１年生対象の微積分学Ⅰにおいて合否の予
測を判別分析にて行われた。その結果，高校時代の数
学の成績と大学でのクラス分け試験の成績が微積分学
Ⅰの合否の要因となっていることを明らかにした。
　他方，国内において日置（1994）は，情報処理能力
認定試験Ａ級について職業適正自己理解テストによっ
て測定されたデータから判別分析を行った。その結
果，①合格者の言語，読図に関する知的能力は不合格
者に比べて高く，合格者には理論的，客観的に物事を
考えたり判断したりする性格の特徴があること，②合
格者群と不合格者群の判別に最も寄与する知的能力は
文章の表現力や理解力，資料や図表等を解読し理解す
る能力と理論的な判断力があることを明らかにした。
　原田他（1997）では，医学部入学者の入学後成績，
留年なしの医師国家試験合否に対する入学形態と入試
成績の影響を判別分析により検討された。1987～1989
年にかけての３年間に山口大学医学部に入学した318
名が対象にされた。一般入試における高校概評が入学
後成績や留年・退学なしの国家試験合格に影響するこ
とを認められた。
　新井他（2017）では，歯科医師国家試験について合
否に関わる判別分析を行った。そこでは，歯学部学士
試験の結果とストレス対処能力との関連について検討
された。2015年度の大阪歯科大学の６年生を対象と
し，ストレス対処能力評価を含むアンケート調査が実
施された。アンケート項目について合格者群と不合格
者群との間で判別分析を行い，各項目と合否について
どの程度判別できるか分析された。その結果，36項目
のアンケートのうち，10項目に有意差が認められた。

「把握可能感」，「他者活用対処」，「回避」の項目が合
否に強く影響していることが明らかになった。線形判
別関数による正答率は，合格者群で66.7%であり，不
合格者群で67.8%であった。
　このように様々な分野で判別分析を用いた研究が行
われているが，簿記検定の合否について研究は行われ
ていなかった。そこで本研究では，生活習慣と学力が
関連することはこれまで経験的に語られてきたけれど
も，それを裏づける学術的資料はわが国においてほと
んど見られないので，簿記学修者が検定合格に必要な
生活状況および学修量を明らかにしたいと考える。

Ⅲ　資料と方法

１．生活習慣と学力

（１）朝食と学力

　生活習慣，特に朝食の欠食による学力への影響は懸
念されるところである。朝食欠食の改善のためアメリ
カでは1966年から学校朝食プログラムが実施されてき
た。例えば，Murphy et. al.（1998）では，朝食を食
べるようになった生徒たちは，プログラム実施前後で
朝食習慣に変化がなかった生徒や食べなくなった生徒
に比べて数学の成績が上昇し，学校を欠席したり，遅
刻したりすることが減ったと報告している。
　わが国では，近藤（2008）は大学１年生の基礎学力
と体力や生活習慣等との関連を検討し，基礎学力への
諸要因の影響を調査した。朝食を毎日摂取する場合に
おいて，国語，英語，社会のうち国語のみ平均点が高
かったが，統計的に有意とはならなかった。
　これに対して川島他（2016）では，仙台市の小学
校・中学校の児童・生徒を対象に生活習慣と学修状況
の関係を経年的に調査している。以前の調査で成績上
位グループは下位グループに比べ朝食を毎日食べる割
合が多いことがわかり，基本的な生活習慣の積み重ね
が学力に影響することを明らかにしていた。今回の調
査では，同じ児童・生徒を３年間追うことにより朝食
と学力の関係を検討している。その結果，朝食を食べ
る習慣の年数が増えるほど偏差値は高くなっているこ
とが判明し，朝食と学力に密接な関係があることを明
らかにされた。
　朝食を食べることが重要であることがわかったが，
それではどのような朝食を食べた方がよいのであろう
か。Taki et. al.（2010）では，朝食と脳の働きについ
て，朝食の主食に何を食べるのか６歳から18歳の子供
を対象に調査した。その結果，ご飯を主食にするグ
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ループの方がパンを主食にするグループより脳の灰白
質（脳の神経細胞が集まっている部分）が多いことを
示した。すなわち，ご飯を主食とするグループの方が
学力が高い傾向が見られたのである。
　さらに，樋口他（2007）において，朝食欠食および
朝食のタイプがどのような影響を及ぼすか，健常成人
男性20名（平均33歳）を対象に調査が実施された。被
験者は，朝６時に起床，８時に朝食を摂取し，12時ま
でに様々な検査と暗算計算作業を行った。その結果，
洋風パン食（387kcal；食パン，ゆで卵，ハム，サラ
ダ，ヨーグルト）と市販栄養調整食品（400kcal）で
は，朝食抜きに比べて体温はより上昇し，疲労感は低
く，作業への集中度が高いことが判明した。また，暗
算作業能力も高いことが示された。具なしおにぎりで
は，それらは認められなかった。この結果から午前中
の知的作業に対して，疲労を予防し，集中力を高めて
維持し，知的作業効率を高めるために，炭水化物，た
んぱく質，脂質をバランスよく含む朝食が必要である
ことが示唆された。

（２）睡眠時間と学力

　生活習慣のうち睡眠も朝食同様に学力に影響を与え
る重要な要素として考えられる。例えば，Wang et. al. 

（2016）は，大学入試を控えた生徒を対象に睡眠のパ
ターンと学力に関して調査した。その結果，24時以降
に睡眠をした者は約21％，朝６時より前に起床する者
が約15％，そして圧倒的に多くの者（約94％）が８時
間未満の睡眠であった。睡眠不足が学力に悪影響を与
えることを明らかにした。他方で，Taki et. al.（2012）
は，睡眠時間の長さと脳の学修や記憶に関わる海馬の
白灰質の量について調べている。その結果，睡眠時間
が長ければ長いほど海馬の白灰質量が多くなることを
明らかにした。すなわち，これは睡眠時間が長くなる
ほど学力や成績にプラスの影響が及ぼされることを意
味する。
　大学生の単位取得数からみた修学状況と健康度・生
活習慣にどのように関係するのであろうか。徳永他

（2004）によれば，１年間の単位取得数の多い者ほど
健康度は高く，生活習慣も望ましい者が多く，反対に
取得単位数の少ない者ほど健康度は低く，生活習慣が
望ましくない者が多いという結果が得られている。
　木内他（2010）では，大学１年生の生活習慣と修学
状況の関係が調査された。その結果，取得単位数の少
ない者よりも多い者の方が健康的な生活習慣を有して
いることが明らかになった。このことから大学での良

好な修学状況を構築するためには，アカデミックスキ
ルの充実にだけ目を向けるのではなく，新入生の大学
生活の適応としての健康教育を積極的に導入すべきで
あることが示唆された。特に，「食事の規則性」，「睡
眠の規則性」について，取得単位数の多寡によるグ
ループ間の差が顕著に示され，特に規則性が重要であ
ることが示された２）。

２．方法

　環太平洋大学経営学部で2019年６月の日商簿記検定
３級を受験した学修者30名を対象とし，生活習慣と学
修習慣について２回のアンケート調査を行った（解答
者は22名，回答率73.3％）。アンケート調査には，質
問用紙とGoogle Formsを使用した。生活習慣に関す
る質問項目は，朝食を食べるか（４件法），起床時間
（自由記述），就寝時間（自由記述），睡眠時間（自由
記述），通学時間（４件法），簿記の授業についての集
中時間（自由記述）とした。学修習慣については，検
定日１週間前，１ヵ月前，２ヵ月前の学修時間を自由
記述で回答してもらった。これらアンケートで得られ
たデータと合否の情報を合わせて統計解析を実施す
る。統計解析にはIBM©SPSS©Statistics ver.24を使用
する。
　なお，アンケート調査を実施するにあたり，環太平
洋大学倫理規定を遵守している。

Ⅳ　結果と考察

１．調査の概要

　アンケートを回収できた22名について，学年，性別
および外国人学修者のクロス表は図表４–１–１に示さ
れる。
　日本人学修者は13名（59.1%），外国人学修者は９
名（40.9%），そのうち男性は13名（59.1%），女性９名
（40.9%）となった。学年別に見ると，１年生２名，２
年生５名，３年生13名，４年生２名と３年生が最大の
カテゴリーとなった。外国人学修者の１年生は履修の
関係で０名となっている。日本人４年生が０名である
のは就職活動の影響が大きい。
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図表４−１−１　 性別，学年，日本人・外国人学修者 
の関係

　また，日商簿記検定の合格者はアンケートに回答し
た22名のうち15名であり，合否と日本人・外国人のク
ロス集計を示すと図表４–１–２のとおりである。合格
者15名のうち日本人７名，外国人８名とほぼ半々と
なったが，不合格者７名のうち日本人６名，外国人１
名となり，不合格のうち日本人の方が多くなった。

図表４−１−２　日本人・外国人と合否との関係

　次に，合否と性別とのクロス集計を示すと図表４–
１–３のとおりである。合格者15名のうち男性７名，
女性８名とほぼ半々となったが，不合格者７名のうち
男性６名，女性１名となり，不合格のうち男性の方が
多くなった。

図表４−１−３　性別と合否との関係

２．単純集計

　アンケート結果の単純集計および合否とのクロス集
計は次のように示される。なお，平均値は小数点第２
位を四捨五入している。

（１）朝食

　朝食について４件法にて学修者に尋ねている（有効
回答数22名）。「食べない」３名，「週に１～２回」５
名，「週に３～４回」５名，「毎日食べる」９名となっ
た。図表４–２–１に朝食と合否とのクロス集計を示し
た。合格者15名のうち約半数の７名が毎日食べると回
答したが，不合格者７名のうち朝食を食べないと回答
した者は０名であった。これらからは朝食を食べない
者が不合格になるという情報を得られなかった。

図表４−２−１　朝食と合否との関係

（２）起床時間

　自由記述にて朝の起床時間を尋ねた（有効回答数22
名）。７時までに起きる者は８名（36.4％），７時30分
に起きる者が最も多くいた（６名，27.3％）。最も早
い者で６時，遅い者で10時，平均値で７時33分となっ
た。図表４–２–２に起床時間と合否とのクロス集計
を示した。回答者22名のうち14名が７時台までに起床
し，その時間帯までの合格者９名（64.3%）・不合格者
５名（35.7%）と合格者合計15名（68.2%）・不合格者
合計７名（31.8％）の比率は同程度であった。早起き
が合格に影響を与えていないと考えられる。

図表４−２−２　起床時間と合否との関係

（３）就寝時間

　自由記述にて夜の就寝時間を尋ねた（有効回答数22
名）。24時よりも前に寝る者は１名（4.5%），24時以
降に寝る者が21名（95.5％）となった。最も早く寝る
者で23時30分，最も遅い者で27時（午前３時），平均
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値で25時（午前１時）８分となった。図表４–２–３に
就寝時間と合否とのクロス集計を示した。合格者15名
では，24時よりも前に就寝していた者１名，24時台３
名，25時（午前１時）台５名，26時（午前２時）台６
名と遅い時間になるほど就寝する者が増えていた。

図表４−２−３　就寝時間と合否との関係

（４）睡眠時間

　自由記述にて夜の睡眠時間を尋ねた（有効回答数22
名）。最も短い者で４時間30分，最も長い者で８時間，
平均値で６時間22分となった。図表４–２–４に睡眠時
間と合否とのクロス集計を示した。合格者15名では，
睡眠時間が６時間よりも少ない者６名，６時間から７
時間台６名，８時間の者３名と散らばっていた。不合
格者７名は，６時間から７時間台に７名全員が入って
いた。

図表４−２−４　睡眠時間と合否との関係

（５）集中力（時間）

　自由記述にて簿記の授業でどのくらい集中するこ
とができるか尋ねた（有効回答数22名）。最も短い者
で25分間，最も長い者で150分間，平均値で60分間と
なった。その「60分間」以内と回答した者は，16名

（72.7%）であった。図表４–２–５に集中力と合否との
クロス集計を示した。合格者15名では，集中力が30分
以内の者４名，31分から60分の者５名，61以上の者６
名と分散していた。不合格者７名は，31分から60分に
７名全員が入っていた。

　Watanabe and Ikegaya（2017）によれば，集中力
は10分間くらいから40分間にかけて落ちてくるので，
60分と回答した者の主観はあながち間違っていないと
思われる。それでは61分超と回答した者はどういうこ
とであろうか。ここでは集中力を持続させた方法はわ
からないが，無意識のうちに集中力を回復するような
ことを行なっており，その方法の効果も切れるのが61
分超に訪れていると推測できる。また，今回は測定し
ていないが，主観により集中力を訪ねているので，こ
れはモチベーションの高さを意味するのではないかと
思われる。

図表４−２−５　集中力と合否との関係

（６）学修時間（２ヵ月前）

　自由記述にて検定日より２ヵ月前の学修時間（１週
間合計）を尋ねた（有効回答数20名）。最も少ない者
で０時間，最大で28時間，平均値で７時間58分となっ
た。図表４–２–６に合否とのクロス集計を示した。合
格者13名では，学修時間が10時間以内の者10名，20時
間以内の者１名，30時間以内の者２名となった。不合
格者７名では10時間以内の者５名，20時間以内の者２
名，30時間以内の者０名となった。

図表４−２−６　学修時間（２ヵ月前）と合否との関係

（７）学修時間（１ヵ月前）

　自由記述にて検定日より１ヵ月前の学修時間（１週
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合格 不合格 合計

24 時より前 1 

゜
1 

24 時台 3 4 7 

25 時台 5 2 7 

26 時以降 6 1 7 

合計 15 7 22 

出所：筆者作成 合格 不合格 合計

30 分以内 4 

゜
4 

31-45 分 2 3 5 

46·60 分 3 4 7 

61·90 分 4 

゜
4 

90 分超 2 

゜
2 

合計 15 7 22 

出所：筆者作成

合格 不合烙 合計

4 時間～ 1 

゜
1 

5 時間～ 5 

゜
5 

6 時間～ 5 3 8 

7 時間～ 1 4 5 

8 時間 3 

゜
3 

合計 15 7 22 

出所：筆者作成
合格 不合格 合且t

~5 時間 5 4 , 
~10 時間 5 1 6 

~15 時間 1 1 2 

~20 時間

゜
1 1 

~25 時間 1 

゜
1 

~30 時間 1 

゜
1 

合計 13 7 20 

出所：筆者作成



間合計）を尋ねた（有効回答数20名）。最も少ない者
で30分間，最大で50時間，平均値で12時間８分となっ
た。図表４–２–７に合否とのクロス集計を示した。合
格者13名では，学修時間が10時間以内の者８名，20時
間以内の者３名，30時間以内の者２名となった。不合
格者７名では10時間以内の者４名，20時間以内の者２
名，30時間超の者１名となった。２ヵ月前の学修時間
と比較すると少しだけではあるが学修時間が増加して
いる。

図表４−２−７　学修時間（１ヵ月前）と合否との関係

（８）学修時間（１週間前）

　自由記述にて検定日より１ヵ月前の学修時間（１週
間合計）を尋ねた（有効回答数20名）。最も少ない者
で１時間，最大で30時間，平均値で15時間58分となっ
た。図表４–２–８に合否とのクロス集計を示した。合
格者13名では，学修時間が10時間以内の者６名，20時
間以内の者４名，30時間以内の者３名となった。不合
格者７名では10時間以内の者２名，20時間以内の者１
名，30時間以内の者４名となった。さすがに検定日１
週間前となると１ヵ月前の学修時間と比較すればずい
ぶんと学修時間が増加している。

図表４−２−８　学修時間（１週間前）と合否との関係

３．相関分析

　本研究の目的は，簿記学修者が検定合格に必要な生
活状況および学修量を解明することである。そのため
に，２節において示された質問項目に日商簿記検定の
成績（点数）を追加して相関を調べた。正規性の検定
の結果，正規分布と認められないため，統計処理の方
法はノンパラメトリック検定のSpearmanのローによ
り検定を行った。質問項目間の相関は次のように示さ
れる。
　日商簿記検定の成績（点数）との関連性の可能性が
ある質問は，①日本人・外国人，②性別，そして③
集中力の３項目であった。「日本人・外国人」の区別
は，相関係数0.598，有意確率（両側）0.003（p<0.01）
となりやや強い関連性が認められた（日本人を「１」，
外国人を「２」とした）。「性別」は相関係数0.474，
有意確率（両側）0.026（p<0.05）であり，関連性が
見られた（男性を「１」，女性を「２」とした）。「集
中力」は相関係数0.480，有意確率（両側）は0.024で
あり，（p<0.05）であり，関連性が見られた３）。
　相関分析の結果，外国人であること，女性であるこ
と，そして集中力の時間が長いことが日商簿記検定の
点数に関連していることが判明した。

４．重回帰分析

　相関分析は関連を見るための分析であり，ある要因
が別の要因に影響を与えているのを分析するものでは
ない。そのため日商簿記検定の成績（点数）を従属変
数として，独立変数が従属変数にどのように影響して
いるのかを調べるために質問項目すべての重回帰分析
を行った。なお，変数を絞り込むために変数減少法を
採用した。
　その結果，睡眠時間，起床時間，学年，日本人・外
国人，学修時間（１ヵ月前）が採択された。このとき
の決定係数R２は，0.624であり，求めた重回帰式が当
てはまりがよいと判明した。重回帰式の定数は47.51，
睡眠時間−0.198，起床時間12.865，学年−16.207，日
本人・外国人40.780，学修時間（１ヵ月前）−0.668と
なった。しかしながら，学年，日本人・外国人といっ
た変数は学修者自身が自分でコントロールできない要
因であるために，これらの変数を取り除いて，再度重
回帰分析を実施してみた（変数減少法）。その結果，
睡眠時間と集中力の２つの変数が採択された。求めら
れた重回帰式は，式１の通りである。
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合格 不合格 合計

~5 時間 4 2 6 

~10 時間 4 2 6 

~15 時間 2 1 3 

~20 時間 1 1 2 

~25 時間 1 

゜
1 

~30 時間 1 

゜
1 

~50 時間

゜
1 1 

合計 13 7 20 

出所：筆者作成

合格 不合格 合計

~5 時間 1 2 3 

~10 時間 5 

゜
5 

~15 時間 2 

゜
2 

~20 時間 2 1 3 

~25 時間 1 1 2 

~30 時間 2 3 5 

合計 13 7 20 

出所：筆者作成



日商簿記検定の成績 (点数) Y
= 100.922 −0.132×睡眠時間 + 0.362 × 集中力 

･････ (式１)

　このときの決定係数R２は，0.282であり，式１が当
てはまりがあまりよくないと判明した。そのため，こ
こで次の仮説を設定し，検定を行った。

　H０：求めた重回帰式は予測に役立たない。

　検定の結果，検定統計量Ｆ値3.345で，その有意確
率が0.060となり，有意水準10%で仮説は棄却された。
したがって，求めた重回帰式は予測に役立つことが判
明した。
　したがって，日商簿記検定の点数には睡眠時間と集
中力が影響を与えていることが判明した。ただし，睡
眠時間は多ければよいというわけではなく，ここでは
少ないほうが日商簿記検定の点数にプラスの影響を与
える。睡眠時間が長いほうが脳には好影響であること
は間違いないと思われるが，おそらく学修量を増やす
ために睡眠時間を削っていると予測できる。つまり学
修量が増えたために日商簿記検定の点数に影響があっ
たと考えられる。

５．判別分析

　上で求められた重回帰式（式１）により，日商簿記
検定の点数に影響を与える要因は，睡眠時間と集中力
であることが判明した。睡眠時間に関してはマイナス
に作用することがわかったが，それは学修時間の確保
のためであると考えられる。そして，いくら学修時間
が長くても，その間，集中していなかったら，学修効
果は期待できない。そのために，日商簿記検定の合格
グループと不合格グループとを判別するにあたって，
睡眠時間と集中力に，前述の学修効果が明らかにされ
た朝食と学修時間（１ヵ月前）を加えて４つの変数を
用いた。
　判別分析の結果，両グループ間に差が認められな
かった（Wilksのラムダ0.691，有意確率0.206）。標準
化された正準判別関数係数は絶対値が大きいほど判
別に重要な役割を示す。絶対値が大きいほうから順
番に示せば，睡眠時間（−1.158），集中力（1.119），
朝食（0.117），学修時間（１ヵ月前）（0.002）とな
る。また，判別変数と標準化された正準判別関数間
のプールされたグループ内相関変数として，睡眠時
間（−0.492），集中力（0.380），学修時間（１ヵ月前）

（−0.150），朝食（0.043）の順番で判別に寄与するこ
とが判明した。
　線型判別関数係数zは次に示される。

z = 4.610 −0.019 × 睡眠時間 + 0.102 × 朝食
  + 0.0×学修時間 (１ヵ月前) + 0.036 × 集中力

･････ (式２)

　式２により判別された結果が図表４–５–１に示され
る。合格者13名のうち11名が正しく判別され，２名が
誤って判別されている。したがって，正答率は84.6%，
誤判別率15.4％となる。不合格者７名のうち５名が正
しく判別され，２名が誤って判別されている。した
がって，正しく分類された確率は71.4%，誤って分類
された確率は28.6％となる。以上により，日商簿記検
定を合格するためには，特に睡眠時間と集中力が重要
であり，これに朝食と学修時間（１ヵ月前）を加え
た４つの変数により約85%が予測できることが判明し
た。

図表４−５−１　線型判別関数係数による分類結果

Ⅴ　おわりに

　本研究の目的は，大学簿記学修者が日商簿記検定３
級の合格に必要な生活習慣および学修習慣を解明する
ことであった。そのために学修者の生活状況と学修量
をアンケートにより調査し，そのデータを利用して統
計解析を実施した。
　統計解析の結果，まず相関分析においては，外国人
であること，女性であること，そして集中力が長いこ
とが日商簿記検定の点数に関連していることが判明し
た。次に，学修者自身が自分でコントロールできる要
因で重回帰分析（変数減少法）を実施した結果，睡眠
時間と集中力の２つの変数が採択された。睡眠時間に
関してはマイナスに作用することがわかったが，それ
は学修時間の確保のためであると考えられた。そし
て，判別分析により日商簿記検定の合否を予測した。
そこでは，睡眠時間と集中力に，学修効果が明らかに
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正答 誤答 合計

合格 11 2 13 
度数

不合格 2 5 7 

合格 84.6 15.4 100 
% 

不合格 28.6 71.4 100 

出所：筆者作成



された朝食と学修時間（１ヵ月前）を加えて４つの変
数により線型判別関数係数を求めた。その結果，合格
者13名のうち11名が正しく判別される正答率84.6%で
日商簿記検定の合格が予測された。
　本研究においては，パイロットスタディとして22名
という限られたサンプルを対象とした。したがって，
本研究の結果を一般化することは妥当ではないと考え
られる。今後の課題としては，サンプルサイズを大き
くすること，そして経年的に測定分析することであ
る。
　
注
１）　 見通しができることは重要である。例えば，手

嶋・金川（2018）では，学修性無力感理論から学
修者が見通しを立てることができることが学修意
欲に影響することを解明している。

２）　 しかしながら他方では，近藤（2008）は大学１年
生の基礎学力と体力や生活習慣等との関連を検討
し，基礎学力への諸要因の影響を解明した。そこ
では，生活習慣について遅い時間に起床・就寝し
て睡眠時間が６時間以下の場合に各科目の平均点
が高い傾向が認められた。すなわち，睡眠不足が
基礎学力に関して影響を与えないと結論づけられ
た。

３）　 対象者が異なるので，一概には言えないが，これ
までの手嶋・金川（2019a，b）において，成績と
集中力との相関は見られなかった。今回，集中力
と日商簿記検定の点数に相関が見られたことは非
常に有意義である。この結果から，同様の目的・
モチベーションをもっていれば，程度の差がある
ものの学修時間を確保することはいわば当たり前
で，最終的な合格の決め手になるものは集中力の
違いということになるのではないだろうか。
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